
※ 教職免許状が取得できます（教職科目）【中学校・高等学校教諭1種免許状（理科）】
※ 大学院の講義を4年生から受講できます【学部・大学院「6年一貫教育コース」（学部教育 3年＋大学院研究 3年）】
※ 学科を越えて広く学べます【大学院「横断型コース」（医理工学際連携、農理工学際連携、教職）】
※ 海外留学支援制度があります【語学研修・正規科目履修プログラム】

学びのステップとカリキュラム構成 （2020年度入学生の場合） ～1年次から大学院まで、同じ専任教員が一貫して教育～

応用生物科学科の3つの方針
入学者受入れの方針

教育課程編成・実施の方針

卒業認定・学位授与の方針

◎高校において本学科で学ぶために必要
な基礎知識と学習能力を備えている人

◎生物科学の専門的な知識や技術の習
得に必要な能力がある人

◎将来国内外で広く活躍するために必
要な基礎的な素養があり、活躍に意
欲がある人

◎生命の本質を探究する理学と学際的
な 連携分野の専門教育・専門研究

◎自然・人間・社会にかかわる幅広い
教養教育

◎新たな科学技術の創造に活躍が期待
される人材育成等の目的を実現する
ための学士の教育課程を編成 - 人材
育成教育

◎実力主義の伝統を堅持しつつ、生物
科学の基礎と応用を習得する

◎高い専門性と倫理観、国際的な視野
を身に付ける

◎本学科で定める所定の単位を修得し
た学生に対して、卒業を認定し、学
士（理学）の学位を授与する

大学院
修士課程、博士課程

微生物からヒトにいたる生命科学
の基本法則を探求するとともに、
科学上の問題を解決するための
周到な実験戦略を立案・遂行する
能力を有する人材を育成します。

1年次
専門知識を体系的に学ぶ

1年次では、数学、物理学、化学
など、バイオサイエンスの基礎と
なる学問を学ぶとともに、専門の
教授陣による専門科目もカリキュ
ラムに取り入れています。

前期 後期

基幹基礎科目
数学1 数学2

物理学1 物理学2

物理学演習 物理学実験A

化学1 化学2

化学演習1

化学実験（前期または後期）

専門基礎科目
生体物質化学

生物学概論
基礎生物学1

基礎生物学2

基礎生物学実験（前期または後期）

2年次
演習、実験で応用力を磨く

生物科学のコアとなる科目、さら
に生物機能を巧みに利用・改変し
て有用物質の生産や医療、地球
環境の保全に役立てるバイオテ
クノロジー関連の講義、演習、実
験が行われます。

前期 後期

線形代数学1 線形代数学2

バイオインフォマティクス1 バイオインフォマティクス2

生物物理化学

生化学1 生化学2

生物有機化学1 生物有機化学2

生物化学実験（前期または後期）

細胞遺伝学1 微生物学1

分子遺伝学2 植物科学

分子遺伝学1 細胞生物学1

生物科学特別講義1

基礎遺伝子工学実験（前期または後期）

専門科目

3年次
多様な専門領域を選択する

3年次には、学生の学問に対する
意欲と自主性を尊重し、教員構成
に応じた多様な選択に応えられる
よう、幅広い専門選択科目や特別
講義が用意されています。

前期 後期

システム生物学 生物数理統計学

生物物理学 ナノバイオサイエンス

タンパク工学 天然物化学

微生物学2

生物環境化学食品科学

応用微生物学

代謝生理学

生態学

細胞生物学2

生体防御

分子免疫学

応用生物科学実験2（前期または後期）

応用生物科学実験1（前期または後期）

分子病態学

神経生化学

腫瘍生物学

脳神経科学

器官形成概論発生生物学

生命動態学

生物科学特別講義4生物科学特別講義3

専門科目

4年次
研究を通して学ぶ卒業研究
少人数に分かれて研究室に所属
し、教員の直接の指導のもとに専
門テーマを追求する卒業研究を
行います。原著論文を読み、活発
なディスカッションを行いながら
研究が進められます。

前期 後期

卒業研究1 卒業研究2

専門科目

必修科目

選択科目

選択必修科目 ※教員の異動などに伴い、
開講されない選択科目
がある場合があります

生物科学特別講義2


